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第
六
章　
　
ア
ル
メ
ニ
ア
の
画
家
Ｍ
・
Ｓ
・
サ
リ
ヤ
ン

福
間
加
容

一
．
は
じ
め
に

　

マ
ル
テ
ィ
ロ
ス
・
セ
ル
ゲ
エ
ヴ
ィ
チ
・
サ
リ
ヤ
ン
（M

artiros Sergeevich Sar'ian 

一
八
八
〇
―
一
九
七
二
）
は
、
明
る

い
色
彩
を
用
い
て
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
画
風
で
肖
像
画
、
風
景
画
や
静
物
画
を
描
き
、
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
末
期
の
モ
ス
ク
ワ
と

ア
ル
メ
ニ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
の
エ
レ
ヴ
ァ
ン
で
活
動
し
た
ア
ル
メ
ニ
ア
を
代
表
す
る
画
家
だ
が
、
本
邦
で

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
の
目
的
は
、
サ
リ
ヤ
ン
の
一
九
二
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
画
業
に
つ
い
て
、
彼
の
回

想
録
を
手
掛
か
り
に
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る
１

。

　

サ
リ
ヤ
ン
は
、
ア
ゾ
フ
海
に
流
れ
込
む
ド
ン
川
下
流
の
要
衝
都
市
ロ
ス
ト
フ
・
ナ
・
ド
ヌ
（
現
ロ
シ
ア
、
ロ
ス
ト
フ
州

ロ
ス
ト
フ
・
ナ
・
ド
ヌ
市
）
近
く
の
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
・
ナ
ヒ
チ
ェ
ヴ
ァ
ン
の
農
家
に
生
ま
れ
た
。
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
・
ナ
ヒ
チ
ェ

ヴ
ァ
ン
は
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国
の
領
土
だ
っ
た
ク
リ
ミ
ア
半
島
か
ら
一
八
世
紀
に
移
住
し
て
き
た
ア
ル
メ
ニ
ア
人
た
ち

が
つ
く
っ
た
町
で
あ
る
。
サ
リ
ヤ
ン
は
同
地
で
美
術
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
後
、
一
八
九
七
―
一
九
〇
三
年
ま
で
モ
ス
ク

ワ
絵
画
建
築
彫
刻
学
校
に
学
ん
だ
。
彼
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
「
モ
ス
ク
ワ
絵
画
建
築
彫
刻
学
校
で
は
、
ま
さ
に
当 

代
最
高
の
モ
ス
ク
ワ
の
画
家
た
ち
が
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
」２
。
サ
リ
ヤ
ン
は
コ
ロ
ヴ
ィ
ン
（K

onstantin A
lekseevich 

K
orovin 

一
八
六
一
―
一
九
三
九
）
と
セ
ロ
ー
フ
（Valentin A

leksandrovich Serov 

一
八
六
五 

―
一
九
一
一
）
を
師
と
仰

ぐ
こ
と
を
決
め
３

、一
九
〇
三
年
に
二
つ
の
小
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
卒
業
し
、
そ
れ
か
ら
一
年
間
、
コ
ロ
ヴ
ィ
ン
と
セ

ロ
ー
フ
の
ア
ト
リ
エ
に
通
っ
て
親
し
く
指
導
を
受
け
た
４

。
在
学
中
に
サ
リ
ヤ
ン
は
、
後
に
〈
青
薔
薇
〉
と
い
う
グ
ル
ー
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プ
名
で
知
ら
れ
る
象
徴
主
義
新
世
代
の
画
家
と
彫
刻
家
た
ち
と
親
交
を
結
び
、
仲
間
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・

ク
ズ
ネ
ツ
ォ
フ
（Pavel Varfolom

eevich K
uznetsov 

一
八
七
八
―
一
九
六
八
）
と
象
徴
主
義
新
世
代
の
パ
ト
ロ
ン
だ
っ

た
モ
ス
ク
ワ
の
大
商
人
ニ
コ
ラ
イ
・
リ
ャ
ブ
シ
ン
ス
キ
ー
（
一
八
七
七
―
一
九
五
一
）
が
一
九
〇
七
年
に
モ
ス
ク
ワ
で

主
催
し
た
〈
青
薔
薇
〉
展
に
出
品
し
て
い
る
。
ま
た
象
徴
主
義
新
世
代
の
「
金
羊
毛
」
誌
が
主
催
し
た
〈
金
羊
毛
〉
展

に
も
一
九
〇
八
―
一
四
年
に
出
品
し
た
。
一
九
一
〇
年
、
Ａ
・
ベ
ヌ
ア
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
し
、『
芸
術
の
世
界
』
誌

（
一
八
九
八
―
一
九
〇
五
）
の
名
前
を
改
め
て
名
の
っ
た
〈
芸
術
の
世
界
〉
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
り
、
一
九
一
一
―
六
年
、

そ
の
展
覧
会
に
出
品
、
一
九
一
六
年
か
ら
そ
の
委
員
を
務
め
て
い
る
。

　

サ
リ
ヤ
ン
が
初
め
て
ア
ル
メ
ニ
ア
を
訪
れ
た
の
は
一
九
〇
一
年
の
こ
と
で
あ
る
５

。
そ
の
後
、
彼
は
一
九
〇
三
年
ま

で
毎
夏
、
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ザ
・
カ
フ
カ
ス
を
訪
れ
、
一
九
一
四
年
と
一
九
一
五
年
に
南
カ
フ
カ
ス
を
旅
し
て
い
る
。

一
九
一
六
年
、
モ
ス
ク
ワ
で
の
活
動
で
違
和
感
を
感
じ
始
め
て
い
た
サ
リ
ヤ
ン
は
、
グ
ル
ジ
ア
の
ト
ビ
リ
シ
に
移
り
住

み
、
そ
こ
で
結
婚
し
て
、
故
郷
の
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
・
ナ
ヒ
チ
ェ
ヴ
ァ
ン
に
移
っ
た
。
一
九
一
九
年
末
、
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
・
ナ
ヒ

チ
ェ
ヴ
ァ
ン
を
革
命
軍
が
掌
握
す
る
。
一
九
二
〇
年
に
サ
リ
ャ
ン
は
ブ
フ
テ
マ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
美
術
学
科
の
ポ
ス
ト
を
打

診
さ
れ
快
諾
す
る
が
、
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
・
ナ
ヒ
チ
ェ
ヴ
ァ
ン
か
ら
モ
ス
ク
ワ
ま
で
行
く
こ
と
は
難
し
く
、
就
任
を
断
念
し
て

い
る
６

。
一
九
二
一
年
、
ア
ル
メ
ニ
ア
で
最
初
の
博
物
館
・
美
術
館
で
あ
る
国
立
考
古
学
民
俗
学
造
形
美
術
博
物
館
が
設

立
さ
れ
、
サ
リ
ヤ
ン
は
そ
の
初
代
館
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
、
サ
リ
ヤ
ン
一
家
は
ア
ル
メ
ニ
ア
の
エ
レ
ヴ
ァ

ン
に
移
り
住
ん
だ
。
そ
こ
で
は
文
化
面
で
積
極
的
に
組
織
化
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
サ
リ
ヤ
ン
は
エ
レ
ヴ
ァ
ン
の
美
術
学

校
と
ア
ル
メ
ニ
ア
人
画
家
同
盟
の
設
立
に
尽
力
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
の
紋
章
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の

美
術
の
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

186 



第六章　アルメニアの画家Ｍ・Ｓ・サリヤン

　

二
〇
一
二
年
八
月
、
私
た
ち
が
調
査
で
ア
ル
メ
ニ
ア
を
訪
れ
た
際
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
高
額
紙
幣
（
二
万
ド
ラ
ム
）
の

図
柄
に
は
サ
リ
ヤ
ン
の
肖
像
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
た
（
図
一
）。
ま
た
、
サ
リ
ヤ
ン
の
作
品
を
絵
柄
に
し
た

コ
ー
ス
タ
ー
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
多
数
の
土
産
物
が
売
ら
れ
て
お
り
、
サ
リ
ヤ
ン
美
術
館
の
立
つ
通
り
は
そ
の
名
を
冠

し
て
い
た
。
ソ
連
崩
壊
後
、
四
半
世
紀
を
経
た
今
も
、
サ
リ
ヤ
ン
は
ア
ル
メ
ニ
ア
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
画
家
で
あ
り
続

け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

二
．
ア
ル
メ
ニ
ア
移
住
前
、
モ
ス
ク
ワ
時
代
の
創
作
活
動
（
一
九
〇
三
―
一
九
一
〇
年
代
）

　

一
九
〇
三
年
に
モ
ス
ク
ワ
絵
画
建
築
彫
刻
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
一
九
二
一
年
に
ア
ル
メ
ニ
ア
に
移
住
す
る
ま
で
、
サ

リ
ヤ
ン
の
創
作
活
動
は
モ
ス
ク
ワ
で
行
わ
れ
た
。
一
九
〇
三
―
五
年
は
、
比
較
的
サ
イ
ズ
の
小
さ
い
水
彩
画
を
描
い
て
い

た
が
、
一
九
〇
六
―
七
年
に
な
る
と
、
水
彩
の
他
、
テ
ン
ペ
ラ
や
油
彩
な
ど
、
よ
り
多
様
な
技
法
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ

た
７

。
そ
の
後
一
九
〇
〇
年
代
末
に
か
け
て
、
夢
幻
的
な
画
風
か
ら
８

、
大
胆
な
原
色
の
色
面
に
よ
る
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
画

風
へ
大
き
な
変
化
が
起
こ
る
。
こ
の
画
風
の
変
化
は
、
ゴ
ー
ガ
ン
と
マ
チ
ス
の
影
響
に
よ
る
と
さ
れ
、
特
に
ゴ
ー
ガ
ン
の

影
響
は
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
自
ら
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
の
う
ち
、
も
っ
と
も
正
鵠
を
得
て
い
る

と
画
家
自
身
が
認
め
る
、『
ア
ポ
ロ
ン
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
Ｍ
・
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
の
記
事
に
、「
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
主
義
者
た

ち
、
特
に
ゴ
ー
ガ
ン
」
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
９

。
他
方
、
サ
リ
ヤ
ン
を
研
究
す
る
美
術
史
家
ア
ガ
シ

ヤ
ン
は
、
一
九
〇
〇
年
代
後
半
に
サ
リ
ヤ
ン
に
も
っ
と
も
影
響
を
与
え
た
の
は
ヴ
ァ
ン
＝
ゴ
ッ
ホ
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
⓾
。
ま
た
ア
ガ
シ
ヤ
ン
の
精
緻
な
分
析
に
よ
る
と
、
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
の
指
摘
は
一
九
一
〇
―
一
二
年
に
制
作
さ
れ
た
作
品

に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
ゴ
ー
ガ
ン
の
影
響
も
マ
チ
ス
の
影
響
も
一
九
一
〇
年
以
降
の
こ
と
だ
と
い
う
。
サ
リ
ヤ
ン
自
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身
、
一
九
〇
〇
年
代
後
半
の
モ
ス
ク
ワ
の
美
術
に
つ
い
て
回
想
し
た
際
、
マ
チ
ス
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

　

一
九
〇
七
―
九
年
、
画
家
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
『
金
羊
毛
』
展
を
催
し
た
。
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
た
ち
に
非

常
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
。
金
羊
毛
展
に
参
加
し
た
ロ
シ
ア
の
画
家
は
、
Ｐ
・
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
フ
、
Ｐ
・
ウ
ト
キ
ン
、

Ｎ
・
ウ
リ
ヤ
ノ
フ
、
Ｍ
・
ラ
リ
オ
ー
ノ
フ
、
Ｎ
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ワ
、
Ｐ
・
コ
ン
チ
ャ
ロ
フ
ス
キ
、
Ｋ
・
ペ
ト
ロ
フ

＝
ボ
ト
キ
ン
、
Ｉ
・
マ
シ
ュ
コ
フ
、
Ｓ
・
マ
リ
ュ
ー
チ
ン
他
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
、
主
に
フ

ラ
ン
ス
の
画
家
た
ち
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
マ
チ
ス
、
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
ル
・
フ
ォ
コ
ニ
エ
、
ド
ラ
ン
、
フ

リ
エ
ス
、
ル
ド
ン
、
ル
オ
ー
、
ヴ
ァ
ン
・
ド
ン
ゲ
ン
、
ヴ
ァ
ロ
ッ
ト
ン
、
ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー
、
ロ
ダ
ン
、
マ
イ
ヨ
ー

ル
、
ブ
ー
ル
デ
ル
他
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
。
こ
の
展
覧
会
で
、
メ
セ
ナ
の
シ
チ
ュ
ー
キ
ン
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の

名
高
い
《
夜
の
カ
フ
ェ
》
を
購
入
し
た
⓫
。

　

セ
ル
ゲ
イ
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
シ
チ
ュ
ー
キ
ン
（Sergei Ivanovich Shchukin 

一
八
五
四
―
一
九
三
六
）
は
モ
ス
ク
ワ

の
大
商
人
で
、
モ
ネ
、
ゴ
ー
ガ
ン
、
マ
チ
ス
、
ピ
カ
ソ
な
ど
を
収
集
し
て
自
宅
で
公
開
し
て
い
た
⓬
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
サ
リ
ヤ
ン
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

　

Ｓ
・
シ
チ
ュ
ー
キ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
、
特
に
印
象
主
義
者
た
ち
を
豊
富
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
た
。
夜

は
自
宅
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催
し
、
そ
こ
で
Ａ
・
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
、
Ｎ
・
メ
ト
ネ
ル
や
Ｓ
・
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
ら
モ
ス

ク
ワ
の
最
高
の
音
楽
家
た
ち
が
演
奏
し
た
。
セ
ル
ゲ
イ
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
の
家
で
、
我
々
は
非
常
な
興
味
を
も
っ
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て
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
シ
ス
レ
ー
、
モ
ネ
、
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
、
マ
ネ
、
ゴ
ー
ガ
ン
他
、
さ
ら
に
若
い
画
家
た
ち
の
作

品
を
見
た
⓭
。

　

サ
リ
ヤ
ン
が
「
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
た
ち
」、「
印
象
主
義
の
画
家
た
ち
」
の
自
ら
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
述
べ
る
場

合
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
活
動
し
た
上
述
の
印
象
主
義
以
降
の
画
家
た
ち
を
指
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
ア
ガ
シ
ヤ
ン
は
サ
リ
ヤ
ン
が
ヴ
ァ
ン
＝
ゴ
ッ
ホ
の
影
響
を
受
け
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
と
し
、
二

人
の
共
通
点
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ヴ
ァ
ン
＝
ゴ
ッ
ホ
は
ア
ル
ル
の
、
サ
リ
ヤ
ン
は
ア
ル
メ
ニ
ア
の
、

「
南
方
」
の
太
陽
の
光
を
崇
拝
し
て
お
り
、
ま
た
二
人
と
も
汎
神
論
的
な
自
然
観
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
指
摘
が
留
意
さ

れ
る
⓮
。

　

一
方
、
印
象
主
義
に
つ
い
て
、
サ
リ
ヤ
ン
は
次
の
よ
う
な
評
価
を
残
し
て
い
る
。

　

印
象
主
義
は
非
常
に
単
純
な
こ
と
―
日
光
が
対
象
に
及
ぼ
す
影
響
―
か
ら
生
ま
れ
た
。
そ
れ
ま
で
画
家
は
、
自
分

の
ア
ト
リ
エ
か
他
の
場
所
で
、
条
件
つ
き
の
照
明
の
も
と
、
褐
色
の
暗
い
絵
の
具
を
用
い
て
制
作
し
て
い
た
。
後
に

す
ぐ
に
理
解
さ
れ
た
、
印
象
主
義
の
画
家
た
ち
が
行
っ
た
革
新
の
お
か
げ
で
、
世
界
の
美
術
は
非
常
に
大
き
な
一
歩

を
前
に
踏
み
出
し
た
。
絵
画
に
光
が
現
れ
た
の
で
あ
る
―
さ
ま
ざ
ま
な
、
輝
か
し
く
、
ま
ば
ゆ
い
色
が
。
印
象
主
義

の
画
家
た
ち
は
真
の
画
家
で
あ
り
、
絵
に
描
く
自
然
そ
の
も
の
に
備
わ
っ
て
い
る
特
質
を
壊
す
こ
と
な
く
、
光
を
見

事
に
利
用
し
た
。･･･

印
象
主
義
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
的
土
壌
で
育
っ
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
典
型
的
な
美
術
で
あ
る
。

ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
、
数
多
く
の
画
家
た
ち
が
機
械
的
に
他
の
国
へ
印
象
主
義
を
持
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
印
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象
主
義
は
そ
の
生
命
力
を
失
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
主
義
は
自
ら
の
歴
史
的
使
命
を
遂
げ
た
の
で
あ

る
。
印
象
主
義
の
お
か
げ
で
、
世
界
の
美
術
は
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
、
才
能
あ
る
画
家
た
ち
は
、
自
然
と
い
う
創

造
物
、
同
時
代
の
文
化
の
性
質
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
⓯
。

　

強
烈
な
色
彩
と
単
純
化
し
た
形
態
に
よ
る
サ
リ
ヤ
ン
独
自
の
画
風
が
最
終
的
に
確
立
す
る
の
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー

ポ
リ
や
エ
ジ
プ
ト
を
主
題
に
し
て
制
作
し
た
、
一
九
一
〇
―
一
二
年
頃
と
さ
れ
る
（
図
二
）
⓰
。
実
は
サ
リ
ヤ
ン
だ
け
で

な
く
、
モ
ス
ク
ワ
の
革
新
的
な
画
家
た
ち
は
、
こ
ぞ
っ
て
一
九
一
〇
年
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
画
風
に
変

化
し
て
い
る
。
ラ
リ
オ
ー
ノ
フ
と
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ワ
ら
は
、
ロ
シ
ア
の
中
世
を
「
東
方
」
と
考
え
、
霊
感
源
を
見
出
し
、
ネ

オ
・
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ス
ト
と
い
う
芸
術
流
派
を
形
成
し
た
⓱
。
他
方
、
サ
リ
ヤ
ン
が
彼
ら
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
サ

リ
ヤ
ン
は
、
ゴ
ー
ガ
ン
や
ヴ
ァ
ン
＝
ゴ
ッ
ホ
ら
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
た
ち
の
影
響
を
受
け
る
前
の
画
業
の
最
初
期
か
ら
、
象

徴
主
義
の
ス
タ
イ
ル
で
、《
東
方
の
お
伽
噺
》（
一
九
〇
三
）
等
、
す
で
に
「
東
方
」
を
描
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
図

三
）。

三
．
ア
ル
メ
ニ
ア
を
描
く

　

サ
リ
ヤ
ン
の
創
作
は
、
美
術
史
家
の
ラ
ド
ル
フ
ス
カ
ヤ
に
よ
る
と
、
ア
ル
メ
ニ
ア
に
移
住
後
の
一
九
二
三
年
に
新
段

階
を
迎
え
た
。
サ
リ
ヤ
ン
の
五
〇
年
間
に
わ
た
る
後
期
の
画
業
は
、
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
も
様
式
に
お
い
て
も
非
常
に

多
様
で
あ
る
と
同
時
に
、
非
常
に
統
一
性
が
あ
る
と
彼
女
は
考
え
て
い
る
⓲
。
こ
の
時
期
を
さ
ら
に
、
一
九
二
〇
年
代
、

一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
、
そ
し
て
一
九
七
〇
年
代
初
頭
ま
で
の
晩
年
の
二
〇
年
間
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
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が
、
そ
の
区
分
は
多
分
に
お
約
束
事
的
で
あ
る
の
は
、
こ
の
時
期
の
す
べ
て
の
作
品
は
ア
ル
メ
ニ
ア
へ
の
愛
国
心
に
貫
か

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
サ
リ
ヤ
ン
は
「
自
ら
の
地
の
木
の
一
本
一
本
、
草
の
一
本
一
本
を
愛
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
自

ら
の
村
、
自
ら
の
町
、
自
ら
の
故
郷
を
愛
せ
。
自
ら
の
国
民
を
愛
せ
。
も
っ
と
も
崇
高
な
人
間
的
感
情
の
一
つ
で
あ
る
、

愛
国
心
を
抱
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
信
条
を
抱
い
て
い
た
⓳
。「
サ
リ
ヤ
ン
の
芸
術
は
終
生
、
こ
の
感
情
に
充
た
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
感
情
に
駆
ら
れ
て
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
自
然
の
具
体
的
モ
チ
ー
フ
や
生
活
に
お
け
る
風
物
に
特
別
な
注
意
を

向
け
、
そ
の
多
様
性
と
美
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
」、
と
ラ
ド
ル
フ
ス
カ
ヤ
は
述
べ
て
い
る
⓴
。

　

こ
こ
で
、
サ
リ
ヤ
ン
が
ア
ル
メ
ニ
ア
の
風
景
や
風
物
を
主
題
に
し
て
描
い
た
数
多
く
の
作
品
の
中
か
ら
、
二
万
ド
ラ
ム

紙
幣
の
図
柄
に
採
用
さ
れ
て
い
る
《
ア
ル
メ
ニ
ア
》（
一
九
二
三
）
を
見
て
み
よ
う
（
図
四
）。《
ア
ル
メ
ニ
ア
》
は
、
平

面
的
な
明
度
の
高
い
色
面
に
よ
る
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
画
風
で
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
一
見
、
単
純
な
イ
メ
ー
ジ
に
見
え
る

が
、
高
い
視
点
か
ら
、
前
景
の
人
家
や
川
か
ら
後
景
の
ア
ラ
ガ
ツ
山
、
ア
ラ
ラ
ト
山
ま
で
広
く
俯
瞰
す
る
、
複
雑
な
構
図

で
描
か
れ
て
い
る
。
前
景
の
左
側
に
は
、
人
家
が
描
か
れ
、
屋
根
の
上
で
は
七
人
の
女
性
が
手
に
手
を
と
っ
て
楽
し
そ
う

に
輪
に
な
っ
て
踊
っ
て
い
る
。
家
の
陰
か
ら
黒
い
牛
が
二
匹
歩
み
を
進
め
て
い
る
。
人
家
は
丸
く
茂
っ
た
樹
木
に
囲
ま

れ
、
家
の
左
手
の
木
は
ま
っ
す
ぐ
垂
直
に
空
高
く
伸
び
て
い
る
。
光
源
は
前
景
の
や
や
左
の
上
方
高
く
に
あ
り
、
豊
か
な

黄
金
色
の
日
光
が
前
景
の
人
家
や
木
々
に
降
り
注
い
で
い
る
。
前
景
の
右
に
は
崖
の
間
を
勢
い
よ
く
流
れ
る
青
い
川
が
描

か
れ
て
い
る
。
人
家
の
後
ろ
の
丘
の
上
に
は
教
会
が
た
っ
て
い
る
。
そ
の
右
手
に
は
、
太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ
い
に
受
け
た

背
の
低
い
森
の
崖
、
そ
の
左
側
に
は
黄
金
色
に
輝
く
、
高
く
切
り
立
っ
た
崖
が
画
面
左
上
か
ら
画
面
中
央
ま
で
一
気
に
下

り
て
い
る
。
右
端
に
は
、
こ
の
崖
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
の
垂
直
な
崖
が
そ
び
え
て
い
る
。
前
景
で
は
、
家
や
丘
、
野
や
森
や

崖
が
、
着
物
の
襟
元
の
よ
う
に
、
左
と
右
か
ら
交
互
に
Ｖ
字
を
成
し
て
重
な
り
、
そ
の
間
か
ら　

山
々
が
連
な
る
中
景
が
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開
け
て
い
る
。
中
景
の
ほ
ぼ
中
央
に
は
、
山
頂
部
が
円
柱
が
並
び
立
っ
た
神
殿
の
よ
う
に
見
え
る
、
変
わ
っ
た
形
の
岩
山

が
あ
る
。
岩
山
の
上
部
を
占
め
る
垂
直
に
切
り
立
っ
た
崖
は
、
前
景
の
教
会
と
呼
応
し
、
崖
の
上
の
尖
っ
た
山
頂
は
、
後

ろ
の
山
々
の
頂
と
呼
応
し
て
い
る
。
こ
の
岩
山
の
後
ろ
の
低
い
山
は
木
々
の
緑
や
畑
が
見
え
る
。
中
景
で
は
高
い
山
々
が

重
な
り
、
ア
ラ
ガ
ツ
山
の
後
ろ
の
一
番
奥
に
ア
ラ
ラ
ト
山
が
白
い
姿
で
遥
か
空
高
く
描
か
れ
て
い
る
。
後
景
の
空
が
わ
ず

か
の
面
積
し
か
な
い
こ
と
で
、
ア
ラ
ラ
ト
山
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ル
メ
ニ
ア
の
山
々
山
が
、
天
を
隠
し
て
し
ま
う
ほ
ど
高

い
こ
と
が
分
か
る
。

　

観
者
の
視
線
は
、
構
図
の
妙
に
よ
っ
て
、
前
景
の
人
家
の
踊
り
の
輪
か
ら
丘
の
上
の
教
会
へ
、
次
に
中
景
の
岩
山
へ
、

そ
し
て
画
面
右
上
の
ア
ラ
ラ
ト
山
へ
と
導
か
れ
る
。
前
景
の
、
体
を
傾
け
て
踊
る
女
性
た
ち
の
輪
舞
は
勢
い
が
あ
っ
て
楽

し
げ
で
あ
る
。
そ
の
終
わ
り
の
な
い
円
環
運
動
は
人
間
の
日
々
の
営
み
の
よ
う
で
あ
る
。
前
景
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

豊
か
な
自
然
の
四
大
の
も
と
に
家
畜
を
飼
う
ア
ル
メ
ニ
ア
の
人
々
の
生
活
で
あ
る
。
中
景
の
教
会
は
人
家
の
上
に
、
人
々

の
生
活
の
上
に
あ
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
は
三
〇
一
年
、
世
界
で
初
め
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
に
し
た
国
で
あ
り
、
ア
ル
メ

ニ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
よ
り
古
く
、
今
で
も
広
く
信
仰
さ
れ
続
け
て
い
る
。
前
景
の
モ
チ
ー
フ
は
す
べ
て

岩
場
の
上
に
あ
る
こ
と
、
切
り
立
っ
た
高
い
崖
の
存
在
感
と
、
中
景
に
様
々
な
形
や
色
の
高
い
山
々
が
連
な
る
風
景
が
展

開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
ル
メ
ニ
ア
が
山
と
岩
の
国
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
天
空
を
目
指
す
ゴ
シ
ッ
ク
建
築

の
教
会
の
柱
の
よ
う
に
、
垂
直
に
伸
び
る
高
い
崖
は
、
高
み
へ
と
向
か
お
う
と
す
る
ア
ル
メ
ニ
ア
の
志
向
を
表
し
て
い

る
。
ア
ラ
ラ
ト
山
は
白
く
、
限
り
な
く
天
空
に
近
い
。
輪
に
な
っ
て
踊
る
人
た
ち
の
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
、
金
色
の
日
光
、

濃
い
緑
、
重
な
り
あ
う
山
々
の
多
様
な
色
の
組
み
合
わ
せ
は
、
観
者
を
明
る
く
楽
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
。
こ
の
絵
は
、

ア
ル
メ
ニ
ア
が
岩
と
山
の
国
で
あ
り
、
山
々
と
岩
の
恵
み
の
も
と
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
人
々
が
手
に
手
を
と
っ
て
楽
し
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く
平
和
で
幸
せ
な
生
活
を
送
る
国
で
あ
る
こ
と
を
を
伝
え
て
い
る
。
前
景
の
輪
舞
の
右
端
の
女
性
は
、
寿
が
れ
た
ア
ル
メ

ニ
ア
を
観
者
に
示
し
、
画
面
の
中
へ
招
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
絵
は
ア
ル
メ
ニ
ア
を
讃
え
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
ラ
ド
ル
フ
ス
カ
ヤ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
画
家
の
愛
国
心
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
他
方
自
伝
の
中
に
は
、
サ
リ
ヤ
ン
が
民
族
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
を
よ
り
詳

し
く
示
す
記
述
が
あ
る
。

　

人
は
、
集
団
と
な
っ
て
社
会
を
形
成
し
、
個
別
的
に
は
能
力
や
年
齢
や
素
行
な
ど
に
お
い
て
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。

人
は
共
通
点
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
的
な
集
団
生
活
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
非
常
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
の
が
、
時
代
と
民
族
的
特
質
で
あ
る
。
芸
術
に
お
け
る
民
族
的
特
質
を
基
礎
づ
け
る
、
民
衆
（
ナ
ロ
ー

ド
）
の
生
活
の
自
然
条
件
と
歴
史
的
条
件
は
、
幸
せ
な
こ
と
に
、
唯
一
つ
で
は
な
い
。
も
し
地
球
上
に
一
つ
の
文

化
、
或
い
は
一
つ
の
フ
ォ
ル
ム
の
絵
画
し
か
無
か
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
人
類
の
歴
史
は
、
す
べ
て
に
お
い
て
多
様
で
あ
る
―
そ
う
、
顔
も
芸
術
の
内
容
も
。
な
ん
と
得
難
い
豊
か
さ
で

あ
る
こ
と
か
！
芸
術
家
は
各
自
、
技
術
の
知
識
に
加
え
、
自
ら
の
民
族
の
文
化
を
学
び
、
習
得
す
べ
き
で
あ
る
。
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
芸
術
な
ど
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
。
存
在
す
る
の
は
民
族
文
化
と
、
同
時
に
、
人
類
共
通
の

文
化
だ
け
で
あ
る
㉑
。

　

こ
こ
で
サ
リ
ヤ
ン
が
説
い
て
い
る
の
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
持
つ
様
々
な
条
件
や
制
限
を
受
け
入
れ
、
個
々
人
に
あ
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り
、
さ
ら
に
民
族
の
間
に
も
あ
る
多
様
性
（
即
ち
、
個
体
差
と
民
族
的
特
質
）
を
認
め
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
を

肯
定
し
て
足
場
と
し
、
自
ら
を
拠
り
所
と
し
て
社
会
、
世
界
に
開
か
れ
て
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。
個
々
の
民
族
的
特
質
を

重
視
す
る
サ
リ
ヤ
ン
の
考
え
方
は
、
他
民
族
を
決
し
て
否
定
し
な
い
「
愛
国
心
」
だ
と
い
え
よ
う
。

　

サ
リ
ヤ
ン
は
、
民
族
的
特
質
が
自
然
条
件
に
依
拠
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
ア
ル
メ
ニ
ア
が
誇
る
山
々
は
、
高
く
険
し

く
、
人
間
を
簡
単
に
は
寄
せ
つ
け
な
い
。
鋭
く
傾
斜
す
る
岩
が
ち
な
丘
陵
地
で
の
牧
畜
や
農
業
は
重
い
労
働
で
あ
ろ
う
。

ア
ル
メ
ニ
ア
の
自
然
は
厳
し
い
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
、
サ
リ
ヤ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
自
然

の
も
と
で
人
間
の
暮
ら
し
が
調
和
的
に
営
ま
れ
て
い
る
。
サ
リ
ヤ
ン
は
次
の
よ
う
に
、
人
間
は
自
然
か
ら
生
ま
れ
た
、
自

然
の
一
部
だ
と
考
え
て
い
た
。

　

人
間
は
、
自
然
の
も
っ
と
も
奇
跡
的
な
創
造
物
で
あ
る
。
自
然
は
人
間
に
惜
し
み
な
く
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
与
え
、

人
間
を
創
っ
た
。
人
間
に
母
を
与
え
た
。
人
間
に
心
を
与
え
た
。･･･

自
然
の
生
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
謎
め
い

た
も
の
で
あ
る
。
穀
粒
は
土
の
中
で
発
芽
し
、
成
長
し
、
時
を
得
て
開
花
し
、
再
び
穀
粒
を
生
む
。
そ
れ
ゆ
え
死
ぬ

こ
と
は
な
い
。
人
間
も
同
様
で
あ
る
。
人
間
は
死
ぬ
こ
と
は
な
い
。
と
い
う
の
も
人
間
は
自
然
そ
の
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
を
悟
る
こ
と
は
、
不
死
を
悟
る
こ
と
で
あ
り
、
人
間
に
霊
感
を
与
え
る
認
識
な
の
で
あ
る
㉒
。

　

彼
の
作
品
が
ア
ル
メ
ニ
ア
の
代
表
的
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
続
け
て
い
る
の
は
、
彼
が
ア
ル
メ
ニ
ア
の
自
然
と
人
間
と
を
有

機
的
な
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
に
初
め
て
再
現
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
〈
ア
ル
メ
ニ
ア
〉
の
構
図
で
は
、
画
面
右
上
か
ら
左
下
ま
で
の
対
角
線
上
に
、
ア
ラ
ラ
ト
山
、
神
殿
の
よ
う
な
頂
の
岩
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山
、
ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
、
人
家
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
番
高
い
階
層
に
ア
ル
メ
ニ
ア
の
至
高
の
自
然
で
あ
る
ア

ラ
ラ
ト
山
、
次
の
段
階
に
、
自
然
に
で
き
た
神
殿
の
よ
う
な
頂
の
低
い
岩
山
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
も
っ
と
も
高
い
精
神
的

文
化
と
ア
ル
メ
ニ
ア
の
歴
史
を
象
徴
す
る
丘
の
上
の
教
会
、
そ
し
て
不
死
の
自
然
の
円
環
運
動
を
表
し
て
い
る
か
の
よ
う

な
屋
上
で
輪
舞
す
る
民
衆
へ
と
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
成
し
て
い
る
。
こ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
は
、
何
か
精
神
的
な
も
の
が
、

自
然
の
高
い
レ
ベ
ル
か
ら
人
間
の
レ
ベ
ル
へ
と
伝
わ
る
段
階
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
不
死
で
永
遠
の
自
然
が
、
岩

山
の
頂
上
や
教
会
な
ど
に
姿
を
変
え
な
が
ら
、
人
の
方
へ
と
降
り
て
き
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
サ
リ
ヤ
ン
は
、
自

然
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

ど
ん
な
に
平
凡
で
目
新
し
い
と
こ
ろ
の
な
い
自
然
で
も
、
そ
の
内
で
絶
え
間
な
く
起
こ
っ
て
い
る
創
造
の
過
程
、

偶
然
に
見
え
る
風
変
わ
り
な
組
み
合
わ
せ
や
、
そ
の
形
が
無
限
に
見
せ
る
多
様
さ
に
は
、
毎
回
、
驚
か
さ
れ
る
㉓
。

　

こ
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
に
昔
か
ら
あ
る
基
本
的
で
単
純
な
自
然
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
し
か

し
、
サ
リ
ヤ
ン
は
、
考
え
抜
か
れ
た
構
図
で
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
配
置
し
、
関
連
づ
け
、
斬
新
な
線
や
フ
ォ
ル
ム
、
そ

し
て
筆
触
、
魅
力
的
な
色
彩
の
組
み
合
わ
せ
、
と
い
う
絵
画
の
み
に
よ
っ
て
可
能
な
や
り
方
で
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
全
体
像

を
肯
定
的
に
再
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

四
．
サ
リ
ヤ
ン
の
南
方
／
東
方

　

サ
リ
ヤ
ン
は
、
一
九
二
一
年
に
ア
ル
メ
ニ
ア
に
移
住
し
て
国
民
的
画
家
に
な
っ
て
以
降
、
愛
国
主
義
の
画
家
だ
と
一
般
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的
に
見
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
ル
メ
ニ
ア
に
忠
誠
を
誓
っ
た
り
、
ア
ル
メ
ニ
ア
民
族
の
優
秀
性
を
信
じ
た
り
す
る

「
盲
目
的
な
愛
国
主
義
」
と
は
違
う
こ
と
は
、
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
サ
リ
ヤ
ン
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
み
に
心

を
魅
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

時
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
私
は
南
方
へ
と
心
を
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
初
は
子
供
時
代
を
過
ご
し
た
忘
れ
が
た

い
地
（
ノ
ー
ヴ
ァ
ヤ
・
ナ
ヒ
チ
ェ
ヴ
ァ
ン
―
福
間
）、
そ
の
後
、
カ
フ
カ
ス
、
ザ
・
カ
フ
カ
ス
へ
、
最
終
的
に
ア
ル
メ

ニ
ア
の
自
然
と
生
活
へ
、
私
の
父
と
母
、
私
の
先
祖
が
話
し
た
言
葉
を
話
す
民
の
国
へ
と
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ

た
㉔
。

　

サ
リ
ヤ
ン
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
に
移
住
す
る
前
の
一
九
一
〇
年
代
、
近
東
や
中
東
に
も
旅
を
し
て
多
数
の
作
品
を
残
し
て

い
る
（
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ポ
リ
（
一
九
一
〇
）、
エ
ジ
プ
ト
（
一
九
一
一
）、
ペ
ル
シ
ア
（
一
九
一
三
））
㉕
。
ま
た
日
本

や
中
国
、
イ
ン
ド
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
本
人
が
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
そ
も
そ
も
は
よ
り
広
い
範
囲
の
「
南
方
」

に
関
心
の
対
象
が
あ
っ
た
。
南
方
、
ま
た
は
東
方
へ
の
関
心
に
つ
い
て
、
サ
リ
ヤ
ン
は
先
述
し
た
ヴ
ォ
ロ
シ
ン
の
記
事
の

最
初
の
章
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
に
言
及
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　

･･･

ヴ
ォ
ロ
シ
ン
は
私
を
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
の
中
に
は
含
め
な
い
。「
サ
リ
ヤ
ン
は
東
方
を
描
く
が
、
彼
は
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ス
ト
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
彼
は
東
方
に
息
子
の
よ
う
な
感
情
で
対
し
て
お
り
、
そ
の
創
作
に
は
、

オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
が
も
つ
、
旅
行
者
的
な
上
っ
面
だ
け
の
好
奇
心
も
、
コ
レ
ク
タ
ー
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
な
い
か
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ら
だ
。
彼
は
東
方
の
装
飾
文
様
や
民
俗
学
的
に
細
部
を
コ
ピ
ー
し
た
り
せ
ず
、
完
全
に
真
実
に
合
致
す
る
」、
と
す
る

彼
の
考
え
が
批
評
記
事
に
記
さ
れ
て
い
る
。
幼
少
の
み
ぎ
り
か
ら
、
私
は
東
方
、
南
方
を
、
そ
し
て
ア
ル
メ
ニ
ア
の

芸
術
の
あ
ら
ゆ
る
特
質
を
、
ま
る
で
母
乳
を
飲
む
よ
う
に
吸
い
こ
ん
で
き
た
。
そ
れ
を
、
い
つ
も
あ
ら
ゆ
る
方
法
を

用
い
て
カ
ン
バ
ス
や
紙
の
上
で
伝
え
る
よ
う
努
め
て
き
た
㉖
。

サ
リ
ヤ
ン
は
こ
こ
で
「
東
方
」
と
「
南
方
」
を
同
義
で
用
い
て
い
る
。
サ
リ
ヤ
ン
は
ど
の
よ
う
な
眼
差
し
で
東
方
ま
た
は

南
方
を
見
て
い
た
の
か
、
そ
の
眼
差
し
は
ど
の
よ
う
に
培
わ
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
本
格
的
な

研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

五
．
終
わ
り
に

　

サ
リ
ヤ
ン
は
、
芸
術
は
人
々
に
生
の
喜
ば
し
さ
、
人
生
に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
を
喚
起
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
画
家
は
似
非
知
識
人
に
な
っ
て
は
な
ら
ず
、
自
然
の
よ
う
に
自
由
で
穢
れ
な
く
気
高
く
懐
深
く

あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
芸
術
を
と
お
し
て
人
間
は
自
ら
を
、
お
互
い
を
、
そ
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
信
じ
て
い
た
㉗
。
こ
の
民
衆
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
す
る
知
識
人
、
芸
術
を
通
し
て
民
衆
を
啓
蒙
し
よ
う
と
す

る
画
家
と
し
て
の
姿
勢
は
、
帝
政
期
の
ロ
シ
ア
の
知
識
人
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
二
十
世
紀
初
頭
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の

基
礎
を
築
い
た
の
は
、
ロ
シ
ア
や
他
の
国
々
で
教
育
を
受
け
た
知
識
人
だ
っ
た
こ
と
が
サ
リ
ヤ
ン
の
回
想
録
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　

サ
リ
ヤ
ン
に
よ
る
と
、
二
十
世
紀
初
頭
の
エ
レ
ヴ
ァ
ン
は
無
秩
序
な
廃
墟
の
よ
う
な
町
だ
っ
た
。
し
か
し
、
新
し
い
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ア
ル
メ
ニ
ア
を
創
る
と
い
う
志
に
燃
え
て
、
世
界
中
か
ら
才
能
あ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
多
数
、
故
国
に
集
ま
っ
て
く
る

と
、「
小
さ
な
悲
し
げ
な
エ
レ
ヴ
ァ
ン
は
、
微
笑
み
始
め
、
や
が
て
太
陽
の
よ
う
に
輝
き
始
め
た
」
と
い
う
㉘
。
こ
の
よ

う
な
才
能
に
あ
ふ
れ
る
人
々
の
名
前
を
、
現
在
の
ア
ル
メ
ニ
ア
の
千
ド
ラ
ム
札
の
顔
で
あ
る
詩
人
チ
ャ
レ
ン
ツ
（Egishe 

Charents 

一
八
九
七
―
一
九
三
七
）
を
含
め
て
十
人
以
上
挙
げ
て
、
彼
ら
が
古
い
エ
レ
ヴ
ァ
ン
の
「
曲
が
り
く
ね
っ
た
小

道
を
並
ん
で
歩
き
な
が
ら
議
論
し
、
と
も
に
計
画
を
立
て
、
小
さ
な
家
に
住
ん
で
勤
勉
な
蜜
蜂
の
よ
う
に
働
い
た
」
と

当
時
の
様
子
を
彼
は
回
想
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
五
百
ド
ラ
ム
札
の
顔
の
建
築
家
Ａ
・
タ
マ
ニ
ヤ
ン
（A

leksandr 

Ivanovich Tam
anian 

一
八
七
八
―
一
九
三
六
）
を
サ
リ
ヤ
ン
は
敬
愛
を
込
め
て
特
筆
し
て
い
る
。
サ
リ
ヤ
ン
に
よ
る
と
、

エ
レ
ヴ
ァ
ン
建
設
の
前
か
ら
ロ
シ
ア
で
す
で
に
高
い
名
声
を
得
て
い
た
タ
マ
ニ
ヤ
ン
は
、
新
し
い
ア
ル
メ
ニ
ア
を
建
設
す

る
と
い
う
夢
を
か
ね
て
か
ら
抱
い
て
お
り
、
オ
ペ
ラ
劇
場
を
含
む
今
の
美
し
い
エ
レ
ヴ
ァ
ン
の
街
並
み
を
設
計
す
る
と
、

生
涯
一
度
も
休
む
こ
と
な
く
、「
ロ
シ
ア
帝
国
の
僻
地
の
、
か
つ
て
の
つ
ま
ら
な
い
田
舎
町
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ア
ル
メ

ニ
ア
の
首
都
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
強
い
信
念
を
も
っ
て
、
そ
の
非
常
に
困
難
を
伴
う
建
設
に
全
力
で
携
わ
っ

た
㉙
。
一
九
二
〇
年
代
、
サ
リ
ヤ
ン
も
そ
の
熱
気
の
中
に
い
た
の
で
あ
る
。

　

自
然
は
絶
え
間
な
く
創
造
す
る
が
ゆ
え
に
不
死
で
あ
り
、
生
き
た
存
在
で
あ
り
、
非
常
に
多
様
な
形
を
と
る
。
ま
た
、

人
間
は
自
然
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
自
然
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
観
が
サ
リ
ヤ
ン
に
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
自
然
と
人
間
と
を
有
機
的
な
統
一
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
国
の
全
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
生

き
生
き
と
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
㉚
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
生
き
生
き
と
再
現
す
る
た
め
に

画
家
が
用
い
た
の
は
、
一
九
〇
〇
年
代
の
モ
ス
ク
ワ
で
身
に
つ
け
た
新
し
い
技
術
や
表
現
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
画
業
を
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押
し
す
す
め
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
芸
術
家
と
し
て
の
使
命
感
や
志
、
民
衆
に
対
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
そ
れ
は
ロ

シ
ア
の
知
識
人
た
ち
が
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
帝
政
末
期
の
ロ
シ
ア
で
培
わ
れ
た
、
当
時
も
っ
と
も
先
進
的
な
美
術

の
モ
ノ
の
見
方
と
世
界
観
・
表
現
の
上
に
ア
ル
メ
ニ
ア
の
包
括
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
初
め
て
再
現
さ
れ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　

他
方
、
サ
リ
ヤ
ン
は
、
ア
ル
メ
ニ
ア
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て
高
名
で
あ
る
も
の
の
、
象
徴
主
義
に
注
目
し
て
サ
リ
ヤ

ン
の
創
作
を
考
察
し
た
ア
ガ
シ
ャ
ン
の
研
究
以
外
に
は
、
作
品
に
つ
い
て
専
門
的
研
究
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
い
。

彼
は
何
ら
か
の
南
方
／
東
方
へ
の
憧
れ
と
、
独
自
の
自
然
観
を
も
っ
て
い
た
。
サ
リ
ヤ
ン
の
描
い
た
ア
ル
メ
ニ
ア
の
イ

メ
ー
ジ
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
に
は
、
彼
の
南
方
／
東
方
へ
の
視
線
、
自
然
観
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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図１ アルメニア共和国の 20,000 ドラム紙幣（2012 年 8 月時点） 
 

 
 
図２ M.サリヤン 《歩いていく女性》（1911）、カンバスにテンペラ、68 x 51、モスクワ、

アルチュニヤン家所蔵 
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図３ M.サリヤン、《東方のお伽噺》(1903）、紙に水彩、23 x 21、エレバン、サリヤン美

術館 
 

 
 
図４ M.サリヤン、《アルメニア》(1923)、カンバスに油彩、138 x 103、エレバン、国立

アルメニア美術館 
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